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第 28 回グリーンコンサート開催案内
　◎開催日時：2026年７月４日㈯　午後１時より午後３時まで（予定）

　◎開催場所：ピアソン記念館前庭　北見市幸町７丁目４番28号　（雨天の場合中止）

　◎出演団体：市立中央小学校ブラスバンド部、市立北中学校吹奏楽部、

　　　　　　　北見藤高等学校吹奏楽局、北見工大＆北見看護大吹奏楽部、

　　　　　　　北見吹奏楽団、の５団体の演奏になります。

　◎その他　　：無料／車の駐車スペースはありませんのでご注意ください。

　
　

通
算
第
28
回
（
法
人
化
第
24
回
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ピ
ア
ソ
ン
会
総
会
終
了
！

《2025 年度収入決算》

　

５
月
23
日
土
曜
日
、
ピ
ア
ソ
ン
会
２
０
２
６
年
度
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

総
会
で
は
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
補
修
保
存
等
の
厳
し
い
意
見
が
数
人
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
ピ
ア
ソ
ン
会
の
主
体
性
を
発
揮
し
た
活
動
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
、
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
小
川
運
営
会
員
が
選
出
さ

れ
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
号

議
案
の
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
・

会
計
報
告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
、
質

疑
を
受
け
た
後
、
小
林
監
査
委
員
の
、

監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
全
員
一
致
で

活
動
報
告
及
び
会
計
報
告
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
第
２
号
議
案
、
２
０
２
６
年

度
事
業
計
画
（
案
）・
会
計
予
算
（
案
）

の
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
記
念
館
の

管
理
業
務
経
費
は
受
託
事
業
費
で
運

営
。
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
自
主
事
業
費

は
ピ
ア
ソ
ン
会
の
独
自
予
算
で
負
担

し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
主
な
事
業
内
容

　
　

２
０
２
５
年
７
月
に
、
道
庁
赤

れ
ん
が
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
で
、
北
海
道
遺
産
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
」
の
想
像

復
元
景
観
模
型
を
、
北
見
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
寄
贈
に
て
展

示
し
た
こ
と
の
事
業
報
告
、
ピ
ア
ソ

ン
会
＆
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
活
動
報

告
を
周
知
す
る
た
め
の
「
ピ
ア
ソ
ン

便
り
」　

の
年
６
回
の
発
行
、
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
来
館
者
の
報
告

や
事
業
内
容
の
報
告
（
一
部
の
事
業

等
に
つ
い
て
は
動
画
で
配
信
も
し
て

い
ま
す
）。
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
」、「
親

子
で
楽
し
む
ガ
ー
ラ
ン
ド
作
り
」、

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
設
置
事
業
」、

ま
た
、
初
め
て
の
事
業
と
し
て
、
北

見
工
大
の
留
学
生
を
対
象
と
し
た

「
お
正
月
飾
り
講
習
」
な
ど
、
国
際

交
流
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
グ
ッ

ズ
の
頒
布
で
は
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館

エ
コ
バ
ッ
グ
、
和
薄
荷
ス
プ
レ
ー
頒

布
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

科　　　　目 2025 年度
予　算　額

2025 年度
決　算　額 増　減

　会費収入 240,000 228,000 △ 12,000
運営会員 60,000 60,000 0
賛助会員 90,000 78,000 △ 12,000
フレンド会員 0 0 0
団体会員 90,000 90,000 0

　寄付金収入 330,000 639,210 309,210
個人寄付 60,000 63,000 3,000
団体寄付 10,000 273,860 263,860
本の寄付 100,000 79,000 △ 21,000
電子書籍の寄付 6,000 500 △ 5,500
絵葉書等の寄付 154,000 222,850 68,850
その他 0 0 0

　助成金収入 0 0 0
0 0 0

　委託料収入 5,018,200 5,018,200 0
指定管理委託料 5,018,200 5,018,200 0
その他 0 0 0

　前　受　金 0 0 0
　雑　収　入　 919 48,508 47,589
　今年度収入合計 5,589,119 5,933,918 344,799
　前年度繰越金 699.881 699,881 0
　今年度総収入合計 6,289,000 6,633,799 344,799
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科　　　　目
2024 年度

決算額
2025 年度

予算額
2025 年度

決算額
増　減

指定管理受託事業 4,629,284 5,018,200 4,725,692 292,508
人　件　費 3,061,958 3,062,032 3,061,477 555

需要・役務・委託料 1,422,362 1,428,729 1,405,821 22,908
消 耗 品 費 158,656 100,000 173,448 △ 73,448
燃　料　費 248,258 191,100 232,768 △ 41,668
印刷製本費 165,800 180,000 160,420 19,580

光  熱  水  費 264,724 244,832 266,846 △ 22,014
修　繕　料 7,154 50,000 7,000 43,000
通信運搬費 37,750 52,200 36,339 15,861
手　数　料 31,000 39,200 31,000 8,200
委　託　料 509,020 571,397 498,000 73,397

諸　経　費 9,600 71,239 115,471 △ 44,232
消　費　税 135,364 456,200 142,923 313,277

ピアソン会経費 1,733,245 1,270,000 968,348 301,652
  自主事業費 1,595,499 1,120,000 794,061 325,939

企画展事業 0 0 0 0
出  版  事  業 0 300,000 0 300,000
ふれあい事業 815,123 400,000 265,825 134,175
コンサート事業 86,362 150,000 167,870 △ 17,870
展示の充実事業 381,787 50,000 23,250 26,750
その他の事業 312,227 220,000 337,116 △ 117,116

ピアソン会事務費 137,746 150,000 174,287 △ 24,287
事  務  経  費 1,501 10,000 3,640 6,360
通　信　費 79,174 80,000 93,497 △ 13,497
会　議　費 52,671 40,000 34,000 6,000
旅　　費 0 0 0 0
雑　　費 4,400 20,000 43,150 △ 23,150

予  　備　  費 0 800 0 800
   今年度支出合計 6,362,529 6,289,000 5,694,040 594,960

前年度繰越 699,881 円 + 今年度収入 5,933,918 円−今年度支出合計5,694,040円
　　　　　　　　　＝次年度への繰越し939,759 円

　　　2026 年度《収入の部》

科　　　目 2025 年度
予　算　額

2025 年度
決　算　額

2026 年度
予　算　額

会　費　収　入 240,000 228,000 234,000
 運営会員 60,000 60,000 60,000
 賛助会員 90,000 78,000 84,000
 フレンド会員 0 0 0
 団体会員 90,000 90,000 90,000

寄　付　金　収　入 330,000 639,210 370,000
 個人寄付 60,000 63,000 60,000
 団体寄付 10,000 273,860 10,000
 本の寄付 100,000 79,000 100,000
 CD の寄付 6,000 500 3,000
絵葉書の寄付等 154,000 222,850 197,000
その他 0 0 0

助　成　金　収　入 0 0 200,000
 助成金 0 0 200,000

委　託　料　収　入 5,018,200 5,018,200 7,758,300
指定管理委託料 5,018,200 5,018,200 7,758,300
その他委託料 0 0 0

前　　受　　金 0 0 0
雑　　収　　入 919 48,508 941
今年度収入合計 5,589,119 5,933,918 8,563,241
繰　　越　　金 699,881 699,881 939,759
収　入　合　計 6,289,000 6,633,799 9,503,000

　　　2026 年度《支出の部》

科　　目
2025 年度

予算額

2025 年度

決算額

2026 年度

予算額
指定管理受託事業 5,018,200 4,725,692 7,758,300

 人　件　費 3,062,032 3,061,477 5,431,446
 需要・役務・委託料 1,428,729 1,405,821 1,545,198

消 耗 品 費 100,000 173,448 90,000
 燃　料　費 191,100 232,768 248,353
 印刷製本費 180,000 160,420 180,000
 光 熱 水 費 244,832 266,846 275,748
 修　繕　料 50,000 7,000 50,000
 通信運搬費 52,200 36,339 52,200
 手　数　料　 39,200 31,000 32,000
 委　託　料 571,397 498,000 606,897
原  材  料  費 0 ０ 10,000

 諸    　経   　費 71,239 115,471 76,356
 消　   費　   税 456,200 142,923 705,300

ピアソン会経費 1,270,000 968,348 1,740,000
自　主　事　業　費 1,120,000 794,061 1,560,000

 企画展事業 0 0 20,000
 出 版 事 業 300,000 0 450,000

 ふれあい事業 400,000 265,825 540,000
 コンサート事業 150,000 167,870 200,000
 展示の充実事業 50,000 23,250 50,000
 その他の事業 220,000 337,116 300,000

 ピアソン会事務費 150,000 174,287 180,000
 事 　務 　経 　費 10,000 3,640 10,000
 通　　信　　費 80,000 93,497 100,000
 会　　議　　費 40,000 34,000 50,000

 旅　　費 0 0 0
 雑　　費 20,000 43,150 20,000

　　　予　備　費 800 0 4,700
支　出　合　計 6,289,000 5,694,040 9,503,000

2026 年度会費納入のお願い
①　運営会員（会費 5,000 円）   ②賛助会員（会費 3,000 円）   ③団体会員（会費 10,000 円）
◉　郵便振替の場合：振替用紙で窓口手続きは 203 円、ATM 振込では 152 円です。
　　郵貯銀行間の場合：本人口座よりピアソン口座へは、110 円で振込できます。
　　　　記号／ 19910　番号／ 9509351　口座名：特定非営利活動法人ピアソン会　　　
　　他行から、普通預金【口座番号】9509351　【店名】九九八　で、本人銀行手数料。
◉　北見信金振込は：北見信用金庫本店営業部から ATM での扱いで、同一本店内無料。
　　　特定非営利活動法人ピアソン会、普通口座番号／ 1018723　他支店からは 110 円。
◉　北海道労働金庫北見支店：同一支店内無料。他支店からは 110 円。
　　　特定非営利活動法人ピアソン会、普通預金口座番号／ 1035638
　※ピアソン会（ピアソン記念館）へ直接納付も可能。手数料はかかりません！　

《2025 年度支出決算》

新
年
度
事
業
・
予
算
に
つ
い
て

　

新
年
度
で
は
例
年
の
事
業
に
加
え
、

特
に
力
を
入
れ
る
事
業
と
し
て
、
会
報

「
ピ
ア
ソ
ン
便
り
」
の
充
実
を
図
る
仮

称
「
ピ
ア
ソ
ン
邸
百
十
二
年
の
歴
史
物

語
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
関
連
し
て

北
見
の
「
い
ろ
は
カ
ル
タ
」
製
作
試
み

や
仮
称
「
北
見
名
所
・
事
跡
・
歴
史
巡

り
記
念
カ
ー
ド
」
製
作
の
呼
び

か
け
、
あ
る
い
は
子
供
版
「
北

見
の
歴
史
す
ご
ろ
く
」
製
作
、

な
ど
の
検
討
な
ど
、
今
後
の
活

動
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
ピ
ア
ソ
ン
会
の
自
主
事

業
を
行
う
時
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と

し
て
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
」
を
製
作
す
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
頒
布
は
難

し
い
で
す
が
、
好
評
で
あ
れ
ば

今
後
の
課
題
と
し
て
頒
布
も
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

更
に
、
来
館
者
の
声
と
し
て
「
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
の
外
装
の
ペ
ン
キ
が
剥
が

れ
て
い
る
」、
と
の
指
摘
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
決
方
法
と
し
て
、

『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
に
よ

る
運
動
を
、
事
務
局
長
よ
り
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
関
係
機
関
と
の
協
議
を

重
ね
、
運
動
推
進
の
可
否
が
審
議
さ
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
版
事
業
で
は
、
北
海

道
遺
産
W
Ａ
Ｏ
Ｎ
の
助
成
金
を
受

け
「
改
訂
版
写
真
集
ピ
ア
ソ
ン
夫

妻
の
足
跡
」
を
発
行
致
し
ま
す
。

イ
オ
ン
北
海
道
・
北
海
道
遺
産
協

議
会
の
支
援
を
得
て
、
秋
頃
の
出

版
予
定
と
な
り
ま
す
。

　

前
回
の
会
報
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
『
Ｉ
Ｔ
相
談
役
』
を
設

置
し
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
パ
ソ

コ
ン
環
境
の
み
な
ら
ず
、
会
員
の

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
で
困
っ
た
状
態

等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
設
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
事
が

あ
れ
ば
『
ピ
ア
ソ
ン
会
』
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ピ
ア
ソ
ン
会
に
は
、
ピ
ア
ソ
ン

記
念
館
の
潜
在
力
を
更
に
引
き
出

し
、
北
見
文
化
向
上
の
推
進
役
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
い
ま
す
。

理
事
一
同
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
を
得
な
が
ら
更
に
頑
張
り
ま
す
。

　　緑化木生産販売・各種緑化資材・造園土木

　　㈲武田花光園

直売所直通
090-8904-9257

北見市小泉 858番地 2
☎︎ 0157-25-9257

お花のプロが親切に教えます

こ
れ
か
ら
秋
ま
で
、

お
花
を
植
え
て
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
そ
れ

に
は
丈
夫
な
苗
が
必

要
で
す
。
安
く
て
確

か
な
豊
富
な
苗
を
育

て
て
い
ま
す
。
生
産

者
直
売
の
お
店
で

す
。

北見工大

看護大学

オホーツク
海病院

●

●

セブンイレブン
文京町

武田

スキー場
タンノへ



３ 　　ピアソン便り第128号　　2026. ５.31

　

こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、22
年
前
に
街
の
情
報
誌
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改
稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
悟

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
軽
井
沢

　

ピ
ア
ソ
ン
邸
を
設
計
し
た
ウ
イ
リ
ア

ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
避
暑
地

と
し
て
有
名
な
軽
井
沢
に
た
く
さ
ん
の
作

品
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
現
在
も

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
有
名
な
建

物
は
、
上
皇
陛
下
と
上
皇
后
陛
下
が
利
用

さ
れ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
築
一
九
三
〇
年
な
ど
で
す
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
夏
の
間
建
築
事
務
所

を
軽
井
沢
に
移
し
て
仕
事
を
す
る
程
、
軽

井
沢
を
利
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
は
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
避
暑
地

は
、
日
本
で
活
動
す
る
多
く
の
ア
メ
リ
カ

人
な
ど
の
情
報
交
換
と
親
交
を
深
め
る
場

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、

こ
こ
で
建
築
の
依
頼
を
受
け
た
り
、
全
国

の
情
報
を
得
て
顧
客
を
増
や
し
て
い
た
と

想
像
で
き
ま
す
。

　

私
は
、
二
人
の
出
会
い
は
軽
井
沢
で
あ

る
に
違
い
な
い
と
軽
井
沢
外
国
人
避
暑
の

資
料
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
が
軽
井
沢
に
避
暑
に
行
っ
て
い
た
か

ど
う
か
、
当
初
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
確
認
で
き
る
写
真
を

入
手
し
た
の
で
す
。
そ
れ
も
年
代
的
に
明

治
四
二
〜
四
三
年
頃
と
特
定
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
軽
井
沢
の
郷
土
史
家
故

中
島
松
樹
氏
よ
り
提
供
を
受
け
た
も
の
で
、

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
大
勢
の
外
国
人
と
共
に

写
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
た
だ
し
、
ピ

ア
ソ
ン
氏
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
の
二
人
が
写

る
も
の
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
こ
の
写
真
の
発
見
に
よ
り
、
明
治
時

代
後
半
か
ら
、
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
は
、

軽
井
沢
と
い
う
地
を
通
じ

て
、
互
い
の
親
交
を
深
め

て
い
っ
た
と
想
像
が
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
残
念
な
が
ら
、
ま
だ

二
人
が
同
時
に
写
る
写
真

を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
に

必
ず
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

【写真】軽井沢の別荘番号は明治 30 年代
半ばに設定され、この写真は北 25 番で
ある。明治 44 年には 273 番と変更され
ていることから、それ以前の写真である。
ピアソン夫妻は向かって左後ろに２人並
んで写っている。

　

ピ
ア
ソ
ン
邸
に
対
す
る
軍
部
の「
ア
メ
リ
カ
人
の
住

ん
だ
家
は
壊
せ
！
」
と
の
号
令
か
ら
守
る
た
め
、
昭

和
14
年
唐
笠
学
医
師
が
買
取
り
自
ら
の
住
居
と
し
、

ス
パ
イ
の
嫌
疑
に
も
屈
せ
ず
戦
時
中
守
り
続
け
た
こ

と
に
よ
り
、
今
も
残
り
記
念
館
と
し
て
保
存
さ
れ
る
。

　『
ピ
ア
ソ
ン
邸
』
か
ら

　
　
　
　
　
　『
柏
樹
荘
』
へ

　

唐
笠
医
師
は
。
明
治
35
年
神
奈
川

県
に
生
ま
れ
ま
す
。
３
歳
の
時
に
安

藤
家
よ
り
唐
笠
家
の
養
子
と
な
り
ま

す
。
大
正
15
年
仙
台
第
二
高
等
学
校

を
卒
業
し
千
葉
大
医
学
部
に
入
学
し

ま
す
が
、
こ
の
頃
仙
台
の
鈴
木
安
志

と
結
婚
を
し
ま
す
。
言
わ
ば
学
生
結

婚
で
す
。
千
葉
大
学
在
学
中
に
は
、

剣
道
部
・
野
球
部
員
と
し
て
活
躍
し

全
国
学
生
剣
道
大
会
個
人
戦
で
は
準

決
勝
ま
で
勝
ち
抜
く
と
い
う〝
猛も

さ者
〟

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
反
面
、
文
武

両
道
と
い
う
言
葉
が
こ
の
人
の
た
め

に
あ
る
か
の
よ
う
に
、
在
学
中
に
高

野
素
十
や
水
原
秋
桜
子
の
指
導
に
よ

り
俳
句
を
学
び
、
素
十
直
弟
子
と
し

て
高
浜
虚
子
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で

活
躍
し
ま
す
。
師
の
素
十
に「
何
蝶
」

の
俳
号
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
７
年

に
医
学
博
士
学
位
を
授
与
さ
れ
、
昭

和
９
年
に
北
海
道
岩
見
沢
の
病
院
副

医
院
長
と
し
て
来
道
、
そ
の
後
昭
和

12
年
に
野
付
牛
町
（
現
北
見
市
）
で

産
婦
人
科
医
院
を
開
業
し
ま
す
。
警

察
署
の
道
場
で
剣
道
指
導
を
、
文
芸

分
野
で
は
俳
句
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
を

結
成
し
ま
す
。
瞬
く
間
に
北
見
の
文

化
面
の
指
導
的
な
立
場
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
昭
和
14
年
に
、
町
の
開
拓

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
町
の
精

神
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
さ
れ
て

㉔

い
た
「
ピ
ア
ソ
ン
邸
」
を
軍
部
の
圧

力
か
ら
守
る
た
め
、
町
の
人
々
の
願

い
に
応
え
買
取
り
住
居
と
し
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
「
旧
ピ
ア

ソ
ン
邸
」
を
「
柏
樹
荘
」
と
命
名
し

多
く
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
20
年
の
４
月
に
北
見
教

会
牧
師
三
好
新
蔵
と
共
に
ス
パ
イ
容

疑
で
検
挙
さ
れ
ま
す
。
５
月
に
は
釈

放
さ
れ
ま
す
が
、
子
供
た
ち
は
「
ス

パ
イ
の
子
！
」
と
、
石
を
投
げ
ら
れ

た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
の
北
見
文
化
活
動
に
欠
か
せ

な
い
活
動
拠
点
の『
柏
樹
荘
』、
多
く

の
人
材
が
育
ち
活
躍
し
ま
す
が
、
特

に
そ
こ
で
育
っ
た
二
人
の
姉
妹
は
、

そ
の
後
日
本
の
俳
句
界
と
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
の
世
界
で
大
活
躍
を
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。（
今
後
年
３
回
ペ
ー

ス
で
連
載
予
定
。）　
　
　

文
／
伊
藤

【
写
真
上
】
岩
見
沢
時
代
の
家
族
写
真
。

右
か
ら
唐
笠
学
医
師
、
摩
耶
子
、
マ
ミ
、

妻
安
志
。

【
写
真
右
横
】　
昭
和
14
年
頃
の
柏
樹
荘

（
旧
ピ
ア
ソ
ン
邸
）
に
て
の
姉
妹
。

「
唐
笠
何
蝶
記
念
室
」
か
ら

　
⑴
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記
念
館
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
る
も
の

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　　

新
年
度
の
総
会
も
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
各
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
を
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
ハ
ー
ド
顧
問
の
「
便
り
」
は
、

年
３
回
ほ
ど
の
掲
載
に
な
る
予
定
で
す
。

　

北
見
の
文
化
に
つ
い
て
も
会
報
で
掘

り
起
こ
し
な
ど
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

当
会
に
北
見
の
文
化
の
研
究
サ
ー
ク
ル

を
発
足
で
き
れ
ば
と
！
。
興
味
の
あ
る

方
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）　　

伊
藤　

悟　

　

記
念
館
で
は
、
毎
年
来
館
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
無
記
名
で
任
意
回
答
に
な
り
ま
す
が
、
昨

年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
１
２
６
名
の

方
が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
各
設
問
に
対
し
て
の
回
答
要

約
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
に
関
し
て

は
、
回
答
用
紙
冒
頭
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
ま
す
。

　
《
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
は
、
２
０
０
４
年

４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制
度（
民
間

委
託
）
を
活
用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア

ソ
ン
会
が
管
理
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ピ
ア
ソ
ン

記
念
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
の
ご
意
見
や
要
望
を
把
握
し
、
今

後
の
管
理
運
営
に
役
立
て
、一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
取
り
組
む
た
め
実
施
す
る

も
の
で
す
。
下
記
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。》

　

ま
た「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
期
間
に
は
、

《
尚
、
コ
ロ
ナ
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
な
る
べ
く
密
の
接
触
を

避
け
、
ご
要
望
が
あ
る
時
以
外
は
極
力

説
明
案
内
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
音
声
案
内
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
案
内
ご
希
望

の
際
に
は
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
ま
た
、

解
説
が
必
要
な
場
合
に
は
ご
遠
慮
な
く

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。》

と
付
記
し
た
。

　

設
問
は
７
項
目
別
れ
、
７
番
目

の
項
目
内
に
４
つ
の
細
項
目
を
追

記
し
回
答
に
対
す
る
理
由
を
記
入

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

最
後
に
、
全
体
的
な
要
望
を
記

入
で
き
る
項
目
を
配
置
し
て
あ
る
。

【
設
問
１
】
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
ご
来
館

は
何
回
目
で
す
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
１
回
が

１
１
８
件
、
２
回
が
５
件
、
３
回

が
２
件
、
６
回
が
１
件
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

【
設
問
２
】
あ
な
た
の
性
別
・
年
齢
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
回
答

を
拒
否
す
る
人
は
お
ら
ず
、
男
性

65
件
、
女
性
61
件
。
男
性
の
数
の

方
が
若
干
多
い
こ
と
は
意
外
な
感

が
あ
っ
た
。
年
齢
別
は
、
10
歳
か

ら
19
歳
で
14
件
、
20
歳
か
ら
29
歳

で
20
件
、
30
歳
か
ら
39
歳
で
12
件
、

40
歳
か
ら
49
歳
で
９
件
、
50
歳
か

ら
59
歳
で
23
件
、
60
歳
か
ら
69
歳

で
26
件
、
70
歳
か
ら
79
歳
で
17
件
、

80
歳
以
上
で
は
３
件
。
来
館
者
全

体
の
性
別
・
年
齢
別
の
統
計
は
と
っ

て
い
な
い
の
で
、
回
答
者
の
み
の

年
齢
別
で
見
る
と
50
歳
以
上
で
半

数
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

【
設
問
３
】
ど
ち
ら
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
か
。
❶
北
見（
北
見
自
治
区
・
端

野
自
治
区
・
常
呂
自
治
区
・
留
辺
蘂
自
治

区
）
❷
北
海
道（
市
町
村
記
入
方
式
）
❸

北
海
道
外（
都
道
府
県
名
及
び
市
町
村
名

記
入
、）
❹
海
外（
国
名
記
入
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
北
見

の
回
答
が
22
件
、
北
海
道
が
39
件
、

本
州
60
件
、
海
外
で
は
、
韓
国
２
件
、

ア
メ
リ
カ
１
件
、
台
湾
１
件
、
ス

ペ
イ
ン
１
件
、
の
回
答
。

【
設
問
４
】
当
記
念
館
へ
の
直
接
の
交
通

手
段
を
下
記
の
項
目
か
ら
お
選
び
く
だ

さ
い
。

・
徒
歩（
55
件
）・
自
転
車（
５
件
）・
路
線

バ
ス（
０
件
）・
貸
切
観
光
バ
ス（
０
件
）・

自
家
用
車
（
レ
ン
タ
カ
ー
含
む
）
（
60

件
）・
タ
ク
シ
ー（
１
件
）・
そ
の
他（
友

人
の
車
２
件
、
バ
イ
ク
１
件
）

　

こ
の
設
問
は
、
当
記
念
館
利
用

の
駐
車
場
利
用
を
調
べ
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
の
よ
う
な
設
問
と
な
っ
て
い

ま
す
。
徒
歩
で
の
来
館
は
、
主
に

宿
舎
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

観
光
バ
ス
来
館
者
の
回
答
者
は
い

な
か
っ
た
。
滞
在
時
間
の
制
約（
約

30
分
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
回
答
す

る
時
間
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

【
設
問
５
】
来
館
の
目
的
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い（
複
数
回
答
可
）。

・
歴
史
学
習
（
32
件
）・
調
査
研
究

(

宣

教
／
建
築

)
（
６
件
）・
散
歩
が
て
ら（
41

件
）・
お
客
様
の
案
内（
１
件
）・
観
光
旅

行
（
68
件
）・
家
族
サ
ー
ビ
ス
（
４
件
）・

企
画
展（
０
件

)

・
講
座

(
０
件

)

・
イ
ベ

ン
ト（
０
件
）・
そ
の
他（
住
ん
で
い
て
来

た
こ
と
が
な
か
っ
た
２
件
／
突
然
思
い

立
っ
た
／
た
ま
た
ま
／
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

だ
か
ら
／
撮
影
／
母
の
思
い
出
／
仕
事

で
／
有
名
で
あ
る
の
で
）。

　

こ
の
設
問
で
、
後
半
の
部
分
の

企
画
展
以
降
は
、
回
答
を
記
載
す

る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
状
況

な
の
で
無
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た

そ
の
他
の
（
）
内
に
は
記
載
し
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
の
回
答
で
あ
る
。

【
設
問
６
】
来
館
し
よ
う
と
し
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
複
数
回
答

可
）
。
ポ
ス
タ
ー
（
１
件
）・
地
図
（
23

件
）・
旅
行
情
報
誌（
９
件
）・
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト（
22
件
）・
新
聞（
２
件
）・
雑

誌（
３
件
）・
テ
レ
ビ
／
ラ
ジ
オ（
０
件
）・

建
築
（
４
件
・
市
の
広
報
紙
（
２
件
）・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
16
件
）・Y

o
u
Tu
b
e

／

S
N
S

等（
16
件
）・
知
人（
９
件
）・
北
海

道
遺
産
（
７
件
）・
ホ
テ
ル
の
推
薦
（
５

件
）・
そ
の
他（
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

(

７

件)

／
案
内
所
／
有
名
だ
か
ら
。）

【
設
問
７
】
管
理
運
営
に
つ
い
て
う
か

が
い
ま
す
。
（
北
見
市
の
指
定
管
理
者

N
P
O

法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
が
運
営
管
理
）

①
今
回（
本
日
）
の
ご
利
用
に
つ
い
て
、

全
体
と
し
て
満
足
で
き
ま
し
た
か
。

・
満
足
（1

0
7

件
）
や
や
満
足
（
16
件
）

や
や
不
満（
１
件
）・
不
満（
０
件
）。

②
職
員
の
接
遇
は
、
ど
う
で
し
た
か
。

・
満
足（1

0
8

件
）・
や
や
満
足（
７
件
）・

や
や
不
満（
０
件
）・
不
満（
０
件
）。

③
設
備
や
施
設
は
、
清
潔
に
保
た
れ
て

い
ま
す
か
。・
満
足（1

1
7

件
）・
や
や
満

足（
８
件
）・
や
や
不
満（
０
件
）・
不
満

（
０
件
）。

④
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
場
所
や
対
応

が
あ
り
ま
し
た
か
。（
安
全
対
策
）

・
満
足（1

0
2

件
）・
や
や
満
足（
15
件
）・

や
や
不
満（
０
件
）・
不
満（
０
件
）。

　

最
後
に
記
入
欄
と
し
て
、

◆
そ
の
他
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
と
、
自

由
に
記
載
す
る
欄
を
設
け
た
。

主
な
記
載
か
ら
【
ピ
ア
ソ
ン
邸
→

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
→
近
江
兄
弟
社
→
メ

ン
ト
ー
ル
→
ハ
ッ
カ
と
連
携
が
面
白
い

／
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
で
す
、

も
っ
た
い
な
い
／
休
憩
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
の
が
良
か
っ
た
／
有
料
に
し
て
も
良

い
の
で
は
？
／
展
示
内
容
が
充
実
し
て

い
る
／
こ
の
記
念
館
が
未
来
永
劫
続
く

こ
と
を
祈
り
ま
す
／
１
回
で
は
見
れ
な

い
の
で
ま
た
来
ま
す
／
リ
ー
ド
オ
ル
ガ

ン
す
ば
ら
し
い
／

H
o

p
e

 I'll v
isit 

th
is lo

ve
ly p

lace
 ag

ain
 in

 th
e 

n
ear fu

tu
re.

（
近
い
将
来
、
こ
の
素
敵

な
場
所
に
ま
た
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
な
）
／
展
示
物
の
量
も
説
明
も

大
変
豊
富
で
実
り
多
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
／
資
料
が
た
く
さ
ん
あ
り
満
足

で
す
／
貴
重
な
資
料
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
／
横
の
公
園
の
花（
桜
、
ふ
じ
、
た

ん
ぽ
ぽ
）
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
と
ピ

ア
ソ
ン
は
き
れ
い
で
す
ね
／
北
見
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
／
音
声
ガ
イ

ド
が
良
か
っ
た
で
す
／
保
存
に
コ
ス
ト

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
し
っ
か
り
保

存
し
て
く
だ
さ
い
／

SN
S

で
北
見
で
立

ち
寄
る
べ
き
と
こ
ろ
と
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
外
は
雪
、
ま
る
で
絵
葉
書
の
よ

う
な
世
界
、
良
か
っ
た
で
す
／
こ
れ
だ

け
の
館
が
綺
麗
に
管
理
さ
れ
て
残
っ
て

い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
。　
　
（
完
）


